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話題の本棚

綿
矢
り
さ
の
四
年
間
の
集
大
成
─
─
女
性
同
士
の
恋
と
愛
の
物
語

　
“
綸り

ん

の
唇
が
私
の
指
に
触
れ
る
ま
え
、
同
極
同
士
の
磁
石
が
向
き
合
う
よ
う

に
、
小
さ
な
磁
場
の
狂
い
が
起
き
て
反
発
し
あ
っ
た
。
で
も
目
に
見
え
な
い
圧

の
か
た
ま
り
を
超
え
て
触
れ
合
っ
た
ら
、
身
体
が
溶
け
そ
う
に
な
っ
た
。
…
…

こ
ん
な
気
持
ち
は
お
か
し
い
と
分
か
っ
て
て
も
、
も
っ
と
も
っ
と
近
づ
き
た
い
、

触
れ
合
い
た
い
、
綸
を
一
人
占
め
し
た
い
。”

　

京
都
出
身
の
芥
川
賞
受
賞
作
家
・
綿
矢
り
さ
が
連
載
に
四
年
を
費
や
し
た
最

新
作
は
、
二
人
の
女
性
の
恋
と
人
生
を
め
ぐ
る
美
し
い
長
編
小
説
だ
。

■
彼
女
た
ち
の
愛
と
距
離
、
足
元
の
痛
み
と

　

第
一
部
「
一
三
歳
、
出
会
い
」
で
描
か
れ
る
の
は
、
内
気
な
主
人
公
・
久ひ

さ
の乃

と
溌
剌
な
中
華
料
理
屋
の
娘
・
綸
が
京
都
で
過
ご
し
た
中
学
時
代
。
正
反
対
の

二
人
の
少
女
の
視
線
は
、
無
邪
気
か
つ
残
酷
な
序
列
に
支
配
さ
れ
る
教
室
で
は

交
わ
ら
な
い
は
ず
だ
っ
た
。
し
か
し
、
二
人
の
心
音
は
徐
々
に
重
な
り
合
う
。

愛
（
と
い
う
に
は
ま
だ
柔
ら
か
す
ぎ
る
そ
れ
）
が
熱
を
帯
び
て
い
く
日
々
が
ま

る
ま
る
と
し
た
京
都
の
言
葉
で
綴
ら
れ
、
綿
矢
り
さ
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
。

　

だ
が
、
そ
の
甘
い
時
間
は
ク
ラ
ス
か
ら
の
違
和
と
好
奇
の
目
に
晒
さ
れ
、
ぎ

こ
ち
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
の
関
係
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
「
生
ま
れ
の
悪
い

子
や
か
ら
」
と
い
う
言
葉
。
残
っ
た
の
は
親
族
か
ら
目
を
そ
ば
め
ら
れ
る
出
自

の
久
乃
の
痛
み
か
、
あ
る
い
は
日
本
語
が
苦
手
な
親
を
持
つ
綸
の
痛
み
か
。

　

そ
し
て
第
二
部
「
三
十
二
歳
、
再
会
」
で
は
、
東
京
を
舞
台
に
し
た
二
人
の

姿
が
描
か
れ
る
。
一
六
年
の
月
日
は
彼
女
た
ち
の
人
生
の
分
岐
を
確
定
す
る
に

は
短
い
に
し
て
も
、
そ
の
残
酷
さ
を
読
者
に
伝
え
る
に
は
十
分
な
長
さ
だ
。
そ

の
距
離
を
飛
び
越
え
て
、
彼
女
た
ち
は
再
び
手
を
繋
ぐ
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

結
末
へ
の
言
及
は
控
え
る
が
、
六
四
〇
頁
の
長
さ
を
読
者
に
微
塵
も
感
じ
さ
せ

な
い
綿
矢
り
さ
の
技
量
に
た
だ
脱
帽
す
る
ば
か
り
だ
っ
た
と
述
べ
て
お
く
。

■
仮
に
連
帯
が
私
た
ち
の
手
に
あ
っ
た
と
し
て

　

こ
の
物
語
を
シ
ス
タ
ー
フ
ッ
ド
的
な
分
析
を
も
っ
て
読
む
こ
と
は
可
能
だ
。

本
作
で
は
京
都
に
根
深
く
残
る
差
別
意
識
、
平
成
の
女
性
の
性
的
消
費
の
あ
り

方
な
ど
、
綿
矢
り
さ
自
身
の
生
き
た
時
代
が
批
判
的
に
描
出
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
か
ら
浮
か
び
上
が
る
外
国
人
や
レ
ズ
ビ
ア
ン
へ
の
差
別
と
排
除
、
異
性
愛
主

義
か
ら
弾
か
れ
た
境
遇
の
異
な
る
女
性
た
ち
の
連
帯
可
能
性
─
─
な
ん
て
、
そ

ん
な
ふ
う
に
（
実
際
そ
う
し
た
意
図
を
感
じ
る
記
述
は
多
い
）。

　

た
だ
、
こ
の
物
語
に
そ
う
し
た
“
感
動
”
を
読
み
取
る
時
、
読
者
は
ま
る
で

自
ら
の
理
解
の
枠
に
久
乃
と
綸
の
人
生
を
押
し
込
む
よ
う
で
も
あ
る
。
タ
イ
ト

ル
が
仄
め
か
す
よ
う
に
、
こ
の
作
品
の
根
底
に
あ
る
の
は
「
足
元
で
、
死
が
こ

ん
な
に
も
叫
ん
で
い
る
」
こ
と
、「
ど
れ
だ
け
長
生
き
し
て
も
、
人
生
は
短
い
」

こ
と
、「
永
遠
に
生
き
ら
れ
た
ら
時
代
を
待
て
ば
い
い
け
ど
、
私
た
ち
は
そ
う

じ
ゃ
な
い
。
今
あ
る
時
代
し
か
生
き
ら
れ
な
い
」
こ
と
。
傷
と
痛
み
の
雨
の
下

で
生
き
る
久
乃
と
綸
の
背
中
に
、
私
た
ち
は
ど
ん
な
言
葉
と
と
も
に
手
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。�

（�

浅
煎
り 

）

�

（
六
四
〇
頁　

税
込
二
五
八
五
円　

8
月
刊
）

激
し
く
煌
め
く
短
い
命

綿
矢
り
さ
著

文
藝
春
秋
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話題の本棚

京
都
出
町
に
響
き
合
う
声
―
―「
小
さ
な
店
」の
魅
力
に
迫
る

　
「
京
都
出
町
の
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
」
―
―
タ
イ
ト
ル
を
見
た
だ
け
で
、
も
う

読
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の
手
法
を
用
い
て
、
京
都
出
町
、

と
く
に
出
町
枡
形
商
店
街
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー
を
描
き
出
す
こ
と
、
本
書
の
目
的

は
そ
こ
に
あ
る
。
対
象
と
な
る
店
は
「
徒
歩
で
行
き
来
す
る
こ
と
の
で
き
る
半

径
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
狭
い
範
囲
内
」。
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
拡
大

と
と
も
に
ス
ー
パ
ー
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
乱
立
す
る
な
か
で
、「
小
さ

な
店
」
は
一
般
に
「
滅
び
ゆ
く
も
の
」
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
現
在
、
若
者

を
中
心
に
人
び
と
は
む
し
ろ
そ
う
し
た
「
小
さ
な
店
」
に
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
こ
に
は
い
か
な
る
魅
力
が
あ
る
の
か
。
本
書
を
通
じ

て
私
た
ち
は
、
そ
れ
ら
「
小
さ
な
店
」
の
魅
力
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
書
の
面
白
さ
は
、
そ
の
要
約
を
示
す
だ
け
で
伝
わ
る
と
思
う
。
本
書
で
は

ま
ず
、
出
町
が
い
か
に
し
て
誕
生
し
、
い
か
に
し
て
存
続
の
危
機
を
乗
り
越
え

て
き
た
の
か
が
語
ら
れ
る
。
枡
形
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
完
成
し
た
の
は
半

世
紀
ほ
ど
前
の
一
九
七
七
年
。
当
時
は
危
機
の
時
代
で
あ
り
、
大
型
ス
ー
パ
ー

こ
そ
大
規
模
小
売
店
舗
法
を
通
じ
て
出
店
を
制
限
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
ミ
ニ

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
台
頭
は
出
町
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
ス
ー
パ

ー
反
対
闘
争
は
過
激
さ
を
増
し
、
出
町
の
店
主
た
ち
は
ス
ー
パ
ー
の
本
社
前
で

の
座
り
込
み
抗
議
、
ま
た
国
会
へ
の
乗
り
込
み
を
す
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
そ
の
後
、
店
主
た
ち
は
方
針
を
転
換
し
、
外
部
の
敵
を
排
除
す
る
の
で

は
な
く
、
祭
り
を
通
じ
て
人
び
と
が
触
れ
合
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
こ
と

が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
過
程
で
鴨
川
デ
ル
タ
が
整
備
さ
れ
る
な
ど

し
て
、
現
在
の
私
た
ち
が
目
に
す
る
枡
形
商
店
街
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
語
ら
れ
る
の
は
、
出
町
の
個
々
の
店
の
活
動
で
あ
る
。
枡
形
商
店
街
に

店
を
構
え
る
老
舗
の
呉
服
店
と
乾
物
屋
は
、
古
く
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ

つ
、
い
か
に
し
て
そ
の
仕
事
を
現
代
に
適
合
さ
せ
て
い
る
の
か
。
商
店
街
に
新

た
に
開
業
し
た
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ｅ
の
カ
フ
ェ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
出
町
座

は
、
商
店
街
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
出
町
柳
駅
前
の
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
店
「
エ
ム
ジ
カ
」
と
高
野
の
「
喫
茶
ｙ
ｏ
ｕ
＆
ｍ
ｅ
」
は
、
い
か
に

し
て
そ
の
「
穴
場
」
と
も
言
う
べ
き
場
所
を
見
つ
け
出
し
、
地
域
と
の
関
係
を

築
い
て
き
た
の
か
。
ス
ー
パ
ー
の
倉
庫
で
間
借
り
営
業
を
す
る
「
あ
く
び
コ
ー

ヒ
ー
」
や
出
町
柳
駅
前
を
中
心
に
移
動
販
売
を
す
る
や
き
い
も
屋
と
い
っ
た
「
ス

キ
マ
」
で
店
を
営
む
者
た
ち
は
、
な
ぜ
そ
の
形
態
で
営
業
す
る
に
至
っ
た
の
か
。

商
店
街
の
路
上
で
週
に
数
回
店
を
営
む
八
百
屋
と
テ
キ
屋
は
い
か
な
る
共
生
関

係
の
も
と
に
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
は
い
か
な
る
礼
儀
が
存
在
す
る
の
か
―
―
。

　

次
の
指
摘
は
興
味
深
い
。「『
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化
』
に
よ
る
空
き
家
の
増
大

は
、『（
や
っ
か
い
な
）
防
ぐ
べ
き
も
の
』
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
店
を
営
も
う

と
す
る
者
に
と
っ
て
、『（
幸
運
に
も
）
潜
り
込
む
こ
と
の
で
き
る
』
側
面
を
も

た
ら
す
」。
都
市
の
危
機
は
逆
説
的
に
「
穴
場
」
や
「
ス
キ
マ
」
を
生
み
出
す

こ
と
で
都
市
を
開
い
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
そ
の
間
隙
を
鋭
く
見
つ
け
た
者
た
ち

が
、
現
在
、
出
町
で
魅
力
的
な
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

出
町
の
魅
力
、
恐
る
べ
し
。
本
書
の
読
後
、
散
策
す
べ
し
。�

（�

ぱ
や 

）

�

（
四
五
四
頁　

税
込
四
六
二
〇
円　

7
月
刊
）

京
都
出
町
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エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
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セ
ノ
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商
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ー
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ワ
ー
ル
ド

世
界有

馬
恵
子
著

青
土
社
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　主人公はコンビニでアル
バイトをしている。接客、
陳列、掃除。普通の店員に
見える。しかしこの主人公、
何かおかしい。「コンビニ
の店員」に適合しすぎてい
る。適するというか、コン
ビニの一部になっているというか、一体化し
ているというか……
　幼少期、自分が変わり者であると自覚した
主人公は、自我をなるべく出さずに生活して
いた。アルバイトで初めて接客をしたとき、
「世界の正常な部品としての私」が誕生した。
いつしか主人公の判断は全てコンビニを基準
にしてなされるようになっていた。そんな中、
一人の男がバイトに入ってくる。店長や同僚
のことを底辺だの負け組だの言うような非常
に不快な人物だ。ある時主人公はこの男とフ
ァミレスで話をするのだが、そこで彼の心の
内が吐露されることになる。
　二人とも私とは違いすぎて深い共感はでき
ないものの（気味悪さすら感じた）、二人が
心の内に抱えているものは大なり小なり皆も
持っているように感じた。すなわち、この世
の中で生きるためには「普通の人間」のマニ
ュアルに従いそれを演じ続けなければならな
い。そんな社会からの要請に従順になれるか
で居心地が変わってくる。主人公の場合はコ
ンビニの店員としてそれに順応しているが、
男はそんな世界に迎合することを拒み、苦し
みながら「普通」から逃げている。
　コンビニという題材こそ身近なものの、テ
ーマは想像以上にセンシティブである。読ん
だ後にはコンビニが、全ての人が、そして自
分の事すら全く違って見えるだろう。我々も
この世界から排除されないために、「普通」
に生きている。� （�竹輪 ）
� （176 頁　税込 693 円）

コンビニ人間
村田沙耶香著

文春文庫

　「奇想天外」な世界観を作り上げ、
その世界を描くことで性の「普通」
「常識」「規範」を問い続けてきた村
田沙耶香――。たしかにどの作品に
もこの村田沙耶香像は見られるが、
そこには微妙なグラデーションがあ
る。本特集では、7冊の村田沙耶香本
を並べることで、村田沙耶香がその
都度の作品で、いかに違う角度から、
現在の世界の価値観に挑戦している
かを描き出したい。村田ワールドへ、
ようこそ。� （�ぱや ）

特集

村田沙耶香を
7冊読む
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　「mouse。ハツカネズミ、
小ネズミ…臆病者。内気な
女の子」mouse という単語
にはそんな意味もあるらし
い。人目につかないところ
をちょろちょろと動き回る
姿は、確かに臆病に見える。
　小学五年生になったばかりの女の子、田中
律は自分が他人からどう思われているか、と
いうことにひどく敏感だ。クラス替えで仲の
良い友人と別のクラスになり、新しい友人を
作らなければならない。除け者にならないよ
う、仲良くなれそうな大人しめの女子を探す。
なんとか三人のグループを作ることができた
律。他方クラスの中で友人を作れず、一人で
過ごしていたのが塚本瀬里菜だ。彼女は空気
を読めず、泣いてばかりでクラスの皆から嫌
われていた。そんな瀬里菜と律が…。
　物語の後半では、大学生になった律の視点
から物語が語られる。そこで主題になるのも、
相手との関わりの中で少しずつ自分自身の在
り方を見つめ直す主人公の姿である。律は周
りの目を気にしながら、求められる自分を演
じる。瀬里菜はそうありたい自分を演じるよ
うになる。
　自分とは異質な他者との関わりを通して自
分の姿を見ること、そして相手も自分との関
わりで段々と変化していくこと。それを実感
すること。少しでもいいから、自分の生を肯
定すること。ありきたりかもしれないが、今
を生きる私たちにとって普遍的で、それでい
て重要なテーマだ。奇抜な世界観が描かれて
いると思われがちな村田沙耶香の作品だが、
親しみやすい作品もある。
　臆病なネズミは、可愛らしい動物でもある。
ほの暖かい読後感のガール・ミーツ・ガール。
� （�荒砥 ）
� （256 頁　税込 704 円）

　「伊吹は私のおもちゃな
んだから。逆らっちゃだめ
だよ」――小学校四年生の
結佳は、同じ習字教室に通
う同級生の伊吹にそう囁く。
伊吹は体が小さい。だから
抵抗できない。「伊吹、舌
出して」――そうして二人は正しいキスの仕
方もわからないままに舌を絡め合う。それは
性欲なのか支配欲なのか、それとも恋心なの
か。結佳は自分の欲望をどう発露させればい
いのかわからない。結佳は暴力的な仕方でし
かそれを発露させることができない。
　本作の舞台は開発途上のニュータウン。そ
の清潔な「しろいろの街」に、結佳と伊吹は
住んでいる。冷たくて無機質なこの「骨」の
ような街が、結佳は嫌いだ。しかし結佳はど
こにも逃げ出せず、この街で中学生となった。
中学校ではスクールカーストが絶対の掟。伊
吹は一番上のグループ、結佳は下から二番目
のグループ。その差は埋めがたい。伊吹は体
も大きくなり、身長はいつの間にか結佳を追
い越した。だから昔のように「おもちゃ」に
はなってくれない。強引にキスをしようとし
ても「こういうのは、ちゃんと付き合ってす
るんだと思う」と言われ、強い力でとめられ
る。しかし結佳の欲望は収まらず、ある日伊
吹の家に押しかけ、伊吹の性器を口に含み、
射精させてしまう。「私はこの冷えた街の、唯
一の体温である伊吹を摑む」。自分の欲望と
歪んだかたちでしか向き合えない結佳。しか
しあるとき、転機は訪れる。結佳は骨の街の
体温にたどり着く。それはいかにしてか――。
　本作の世界観はほかの作品ほど奇想天外な
ものではない。しかしだからこそ、村田沙耶
香の生の素朴な声をそこに聴き取ることがで
きるのではないかと私は思う。� （�ぱや ）
� （320 頁　税込 770 円）

マウス
村田沙耶香著
講談社文庫

しろいろの街の、 
その骨の体温の

村田沙耶香著　朝日文庫
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　「あたしは地球とセック
スする。それを梓に見せた
い。梓の中にある辞書の、
セックスという言葉の意味
を、一度だけ、崩壊させた
い。」――村田沙耶香は、
わたしたちの生きるこの場
所が地球であるより先に宇宙だということを
よく知っている。重力に息苦しくなったとき、
宙を見上げることを教えてくれる。
　本書には表題作と「ガマズミ航海」の 2篇
が収録されている。どちらも主人公は 30 代
に差しかかった女性。鶴子は「脳の中の性感
帯を刺激するためにデートという前戯をす
る」世間一般の性的嗜好

0 0 0 0

に興味が持てず、性
指向は作る

0 0

ものだと豪語する。一方の結真は、
口寂しさに膣で性器をおしゃぶり

0 0 0 0 0

するのをや
めるために、性行為ではない肉体関係を「ガ
マズミ」と名づけて模索する。SF でもなん
でもない、いたって“普通”の世界を舞台に、
主人公たちは「30 を超えたら……」なんて
どこ吹く風で、結婚の一歩手前の恋愛や性交
を軽やかに解体していく。
　「あたしたちは空間なんだ。皮膚に区切ら
れているだけで、小さな暗闇のかけらなのだ。
星の光で少し表面が光っているだけで、自分
たちは皮膚で区切られた宇宙なのだ。どうし
て今まで気付かなかったのだろうか」
　けれども村田沙耶香は、わたしたちが宇宙
の欠片にはなりきれないこともよくわかって
いる。鶴子の考えは理想論だと一蹴され、結
真の試みは失敗に終わる。所詮は重力にさか
らえない、ただの肉のかたまりだと突きつけ
られる。それでも、何かが少しずつ変わる。
重力があるからこそ、わたしたちから排出さ
れる水は地面に染み入り、この星と溶けあう
ことができるのだから。� （�くたくた ）
� （240 頁　税込 704 円）

　小学校 3年生のとき、魔
法の国から来たポムポムに
渡された魔法のコンパクト。
これに向かって呪文を唱え
て大変身☆魔法少女ミラク
リーナは今日も皆の笑顔の
ためにがんばります！……
という「設定」の 36 歳 OL。やっと退勤とい
うときに今日中の仕事を振られても、ミラク
リーナに変身したら、世界の平和を守るため、
テキパキ仕事を片付けちゃう。ある日かつて
の相棒マジカルレイミーことレイコが家に駆
け込んできた。交際相手の正志はひどいモラ
ハラ野郎だ。絶対に別れるべき！　なのに、
なぜだか二代目マジカルレイミーに就任した
正志と魔法少女活動を始めることになり──。
　表題作をはじめ魅力的な短編 4作からなる
本書だが、全編に通底するのはその意識的な
「設定」の存在だろう。登場人物らが物語の
設定を「設定」として認識しているのだ。
　初恋の相手を 1週間だけ監禁する大学生の
千佳は、最後の想い出作りに好きな男の子に
尽くす、という設定を作り、それを監禁相手
と共有する（「秘密の花園」）。高校生のユー
トが通う学校では「性別」が禁止され、皆
「どちらでもない性」という設定を与えられ
て生活している（「無性教室」）。若者から
「怒り」という感情が消えたことに怒ってい
た 40 歳の真琴は、「流行の人格」を設定する
ための集会に居合わせる（「変容」）。
　この世のあれこれが単なる設定だとした
ら？　村田沙耶香が問う「普通」の概念を本
書では「設定」と言い換えることができるか
もしれない。すると「誰に何と言われようと、
真実だと胸を張って言える感じ」であるミラ
クリーナの「設定」に対して、他 3作ではそ
の脆さが否応なく浮かび上がる。�（�ひるね ）
� （240 頁　税込 704 円）

星が吸う水
村田沙耶香著
講談社文庫

丸の内魔法少女ミラクリーナ
村田沙耶香著

角川文庫
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　“聞いただけで具合が悪
くなって……夫婦がセック
スするなんて、そんなおぞ
ましいことが……”
　村田沙耶香が社会に漂う
「普通」を解体するのに長
けているとして、本作で描
かれるのは、夫婦での性行為が近親相姦とな
った世界。人工授精が当たり前になり、セッ
クスという蝶番が外れた愛と家族の像は軋み、
ぼやけていく。恋と性行為はもはや排泄物か
のようだが、主人公・雨

あ ま ね

音はそれを手放すこ
とができないまま生きる。この漂白された世
界で、自らの本能が「正しい」形をしている
かを繰り返しなぞり、確かめるかのように。
　そんな折に飛び込んできたのは、人工授精
をコンピューターで統制する実験都市・楽

エ デ ン

園
のニュース。そこにもはや「家族」は存在せ
ず、住民全員が「おかあさん」として「子供
ちゃん」を共同で育てる仕組みだ。違う遺伝
子から生まれたはずの「子供ちゃん」は同じ
表情で微笑み、同じ仕草で涙を流す。恋愛の
歪さに耐えかねて楽

エ デ ン

園へと駆け落ちした雨音
であったが、自ら遺伝子を受け継ぐ子供への
執着すらも徐々にこの街の正しさに飲み込ま
れていく。──“命が繋がっている光景とい
う強制的な正しさの前で、私たちは抗うこと
ができずに、その「素晴らしい光景」に感動
し、従い続けるのだ”
　“世界で一番恐ろしい発狂は、正常だわ”
と、雨音は言う。私たちの生きる「正常」な
世界は、全ての欲望が叶うユートピアか、そ
れとも人間が消滅したディストピアか。常識
が解体される快感と人間のグロテスクさの両
方を強烈に浴びせてくる本書の後に残る感覚
は、セックスのそれとどこか似ているような
気がした。� （�浅煎り ）
� （288 頁　税込 693 円）

　�村田紗耶香が好きな人は
ここで読むのを止めてほし
い。 以下にはこの本を読む
べきではない理由が並ぶか
らだ。主観的なものから順
に列挙する。
　�1）不快であるから ：最
初に断った上で読んでいるのだろうからネタ
バレしても構わないと思うので言うが、主人
公の奈月は最終的に、自らに性的暴行を働い
た大学生の両親を食べる。食人は言うまでも
なく不快だ。　�2）陳腐だから ：自分が宇宙
人であるという空想は言わずもがな、奈月が
受ける両親と姉からの虐待、小学生の時に受
ける性的暴行とトラウマ、心の拠り所である
従兄弟との愛、夫との性交渉なしの結婚生活、
母と姉が執拗に夫とのセックスを勧めてくる
こと。これら全てに既視感がある。この小説
の前半は端的に言って、紋切り型に満ちてい
る。何かメッセージ性のようなものを受け取
りたいのなら、帯だけ読んだらいいのではな
いか。　�3）完成度が低いから ：例えば 1）
に挙げたような不快さは、大江健三郎が書く
ようなリアリティを兼ね備えることがない。
なぜなら近年の小説の特徴としてしばしば挙
げられるように、この小説には描写が少ない
一方で会話が多いからだ。その結果として不
快さは真に迫ることがなく、不快さとして効
果を上げることができない。この本の下敷き
の一つとしておそらく『目むしり仔撃ち』が
挙げられるが、そちらを併せて読めば納得し
てもらえるだろう。
　異論はもちろんあると思う。評者が男性だ
から、というのもあるだろう。とはいえ、同
様の感想を抱く人は少なくないのではないか。
他の作品はまた違うのかもしれないが、とり
あえず本作については以上だ。� （�コーク ）
� （336 頁　税込 737 円）

消滅世界
村田沙耶香著

河出文庫

地球星人
村田沙耶香著

新潮文庫



綴　　　　葉 2025. 11. 10

8

新
刊
コ
ー
ナ
ー

歴
史
学
は
世
界
を
変
え
る 

こ
と
が
で
き
る
か

松
沢
裕
作
著

岩
波
書
店

　

世
界
を
変
え
る
、
と

は
大
き
く
出
た
。
け
れ

ど
も
こ
の
問
い
を
投
げ

か
け
る
著
者
の
態
度
は

い
た
っ
て
真
摯
か
つ
謙
虚
で
あ
る
。
史
料
を
読
み
、

何
ご
と
か
を
語
る
―
―
歴
史
学
に
で
き
る
こ
と
は
所

詮
そ
の
程
度

0

0

0

0

だ
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
そ
れ
は
い
か

な
る
仕
事
な
の
か
。
そ
の
具
体
的
な
方
法
を
ミ
ク
ロ

に
分
析
し
た
の
が
前
著
『�

歴
史
学
は
こ
う
考
え
る 

』

だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
社
会
に
お
け
る
歴
史
学
者
の
職

能
を
マ
ク
ロ
に
論
じ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

著
者
は
た
び
た
び
、
社
会
を
《
液
体
に
満
た
さ
れ

た
立
方
体
の
よ
う
な
も
の
》
に
た
と
え
る
。
混
濁
し

た
液
体
の
中
で
、
過
去
の
痕
跡
を
辿
り
、
説
明
を
与

え
る
こ
と
が
歴
史
家
の
仕
事
で
あ
る
。
こ
の
立
方
体

は
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
、
誰
も
外
に
出
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
人
び
と
は
そ
の
中
で
抑
圧
さ
れ
て
い
る
。
け

れ
ど
も
と
き
に
、
立
方
体
の
外
を
夢
見
る
者
が
い
る
。

彼
ら
の
夢
は
つ
い
に
夢
で
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

彼
ら
も
ま
た
立
方
体
の
住
人
で
あ
る
以
上
、
そ
の
夢

最
後
の
山

石
川
直
樹
著

新
潮
社

　

登
山
の
苦
し
さ
や
仲

間
た
ち
と
の
出
会
い
と

別
れ
。
著
者
は
二
〇
一

九
年
の
と
あ
る
青
年
と

の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
標
高
八
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
を
越
え
る
十
四
座
の
山
々
に
登
っ
た
。
本
書
は
、

そ
こ
で
の
記
憶
を
忘
れ
な
い
た
め
の
記
録
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
山
々
の
景
色
へ
の
感
動
は
、

こ
の
十
四
座
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
集
『
シ
シ
ャ
パ
ン

マ
』
で
そ
の
片
鱗
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
著
者
が
感
じ
た
人
々
と
の
絆
や
感
情
は
写
真
に

は
浮
か
び
上
が
ら
な
い
。
本
書
は
写
真
家
の
石
川
直

樹
が
記
す
、
写
真
で
は
表
せ
な
い
人
々
と
の
物
語
と

そ
れ
に
伴
う
感
情
の
記
録
だ
。

　

何
よ
り
も
、
登
山
方
法
や
そ
こ
か
ら
見
え
る
景
色

な
ど
で
は
な
く
、
人
間
関
係
そ
の
も
の
に
重
き
が
置

か
れ
て
い
る
こ
と
に
価
値
が
あ
る
。
登
山
隊
を
組
む

時
に
も
、
今
ま
で
の
経
験
か
ら
信
頼
で
き
る
友
人
と

ザ
イ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
む
。
登
山
中
に
諦
め
る
か

継
続
す
る
か
と
い
う
難
し
い
判
断
の
局
面
で
も
、
ガ

イ
ド
で
あ
る
友
人
の
判
断
と
自
分
の
感
情
に
い
か
に

折
り
合
い
を
つ
け
る
の
か
、
そ
の
苦
悩
が
描
か
れ
る
。

　

た
と
え
ば
失
敗
の
果
て
に
挑
ん
だ
二
度
目
の
カ
ン

チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
登
頂
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
も
ち
ろ
ん
、

登
山
で
は
一
グ
ラ
ム
で
も
荷
物
を
軽
く
す
る
こ
と
が

鉄
則
で
あ
る
が
、
一
緒
に
登
山
に
臨
ん
だ
ペ
ン
バ
は
、

最
終
キ
ャ
ン
プ
で
お
香
を
焚
い
て
祈
っ
て
い
た
。
そ

ん
な
ペ
ン
バ
は
、
登
山
中
に
命
を
落
と
し
た
。
彼
の

訃
報
を
聞
い
た
時
、
信
仰
に
疑
問
を
持
ち
、
自
身
の

登
山
に
強
く
誘
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
る
。

　

そ
ん
な
人
間
ら
し
い
写
真
家
の
、
登
山
を
通
じ
た

友
人
た
ち
と
の
関
わ
り
。
著
者
が
撮
影
し
た
写
真
に

は
写
ら
な
い
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
命
と
感
情
の
物

語
で
あ
る
。�

（�

プ
ラ
チ 

）

�

（
二
七
二
頁　

税
込
二
四
二
〇
円　

8
月
刊
）

は
社
会
の
内
部
に
痕
跡
と
し
て
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

歴
史
学
者
は
こ
う
し
た
痕
跡
―
―
史
料
の
言
葉
を

読
む
こ
と
で
、
抑
圧
を
生
み
出
す
構
造
を
明
ら
か
に

し
、
ま
た
一
方
で
、
夢
見
ら
れ
た
も
の
を
記
録
す
る
。

そ
れ
ら
は
直
接
的
に
は
世
界
を
変
え
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
解
放
へ
の
新
た
な
夢
に
繋
が
る
だ
ろ
う
。

何
よ
り
、
そ
う
信
じ
て
史
料
を
読
む
歴
史
学
者
の
営

為
も
ま
た
、
ひ
と
つ
の
夢
な
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
《
い
か
に
も
甘
い
夢
想
》
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
「
そ
れ
で
も
」
と
云
う
こ
と
を
、
著
者
は
や

め
な
い
。
こ
の
、
そ
れ
で
も
な
お

0

0

0

0

0

0

と
い
う
抵
抗
の
意

志
が
、
本
書
を
貫
い
て
い
る
。�

（�

水
炊
き 

）

�

（
二
五
八
頁　

税
込
二
六
四
〇
円　

8
月
刊
）



綴　　　　葉No.442

9

雨
雲
の
集
ま
る
と
き

ベ
ッ
シ
ー
・
ヘ
ッ
ド
著

横
山
仁
美
訳

雨
雲
出
版

　

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
下

の
南
ア
か
ら
、
国
境
を

越
え
て
ボ
ツ
ワ
ナ
に
逃

れ
て
き
た
青
年
マ
カ
ヤ
。

乾
い
た
大
地
を
歩
き
な
が
ら
、
彼
は
よ
う
や
く
自
由

を
実
感
す
る
。
だ
が
、
彼
を
迎
え
る
村
も
ま
た
、
英

国
の
保
護
領
支
配
か
ら
の
独
立
を
前
に
揺
れ
て
い
た
。

若
き
白
人
技
師
ギ
ル
バ
ー
ト
が
近
代
的
な
農
業
を
導

入
し
よ
う
と
し
、
首
長
の
保
守
的
な
権
威
と
衝
突
す

る
。
土
地
の
知
恵
を
受
け
継
ぐ
女
性
た
ち
は
黙
々
と

畑
に
立
ち
、
村
の
暮
ら
し
を
支
え
る
。
干
ば
つ
や
社

会
の
変
化
に
適
応
し
な
が
ら
、
人
び
と
は
衝
突
と
対

話
の
あ
い
だ
で
、
新
し
い
関
係
を
築
い
て
い
く
。

　

自
身
も
南
ア
か
ら
ボ
ツ
ワ
ナ
へ
と
亡
命
し
た
作
家

ベ
ッ
シ
ー
・
ヘ
ッ
ド
は
、
こ
の
作
品
で
何
を
描
こ
う

と
し
た
の
か
。
白
人
の
母
と
黒
人
の
父
の
も
と
に
生

ま
れ
た
「
カ
ラ
ー
ド
」
の
彼
女
は
、
教
師
や
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
も
、
抵
抗
の
最
前
線
に
は
立

て
ず
、
亡
命
し
た
。
複
雑
な
出
自
に
よ
っ
て
社
会
か

ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
彼
女
が
、
自
身
を
重
ね
た
主
人
公

マ
カ
ヤ
の
行
き
着
く
先
に
選
ん
だ
の
が
農
村
だ
っ
た
。

国
家
や
民
族
の
闘
争
か
ら
離
れ
、
大
地
に
根
ざ
そ
う

と
す
る
生
。
厳
し
い
孤
立
を
経
験
し
た
彼
女
だ
か
ら

こ
そ
、
政
治
的
な
同
時
代
の
南
部
ア
フ
リ
カ
文
学
と

は
一
線
を
画
す
作
品
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
の
作
品
は
植
民
地
主
義
、
人
種
差
別
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
、
環
境
と
い
っ
た
大
き
な
問
題
を
描
き
な
が
ら

も
、
そ
れ
に
回
収
さ
れ
な
い
人
間
の
感
情
の
機
微
を

丁
寧
に
掬
い
取
っ
て
い
る
。
怖
れ
、
妬
み
、
誇
り
、

赦
し
―
―
そ
の
揺
れ
が
、
地
の
文
で
率
直
に
描
か
れ

る
。
一
人
ひ
と
り
か
ら
滲
み
出
た
感
情
は
、
集
ま
っ

て
雨
だ
れ
と
な
る
。
そ
の
雨
だ
れ
は
、
ひ
び
割
れ
た

現
代
を
、
そ
れ
で
も
他
者
と
生
き
よ
う
と
す
る
わ
れ

わ
れ
に
染
み
こ
ん
で
く
る
気
が
し
た
。（�

た
い
や
き 

）

�

（
二
八
八
頁　

税
込
二
九
七
〇
円　

5
月
刊
）

　

一
九
五
〇
年
代
、
ペ

ル
ー
の
首
都
リ
マ
。
人

び
と
は
限
ら
れ
た
資
金

の
中
な
ん
と
か
資
材
を

や
り
く
り
し
、
生
活
の
変
化
に
合
わ
せ
て
少
し
ず
つ

家
を
建
て
て
い
く
。
若
き
英
国
人
建
築
家
タ
ー
ナ
ー

は
、
リ
マ
に
居
を
構
え
て
人
び
と
の
営
み
を
観
察
し
、

「
住
宅
と
は
な
に
か
」
と
い
う
人
間
の
根
源
的
な
問

い
に
向
き
合
っ
た
。
彼
が
見
出
し
た
の
は
、
住
宅
は

完
成
品
で
は
な
く
、
住
ま
う
中
で
組
み
替
え
ら
れ
る

空
間
と
い
う
こ
と
だ
。
リ
マ
で
の
経
験
を
も
と
に
、

彼
が
住
宅
に
つ
い
て
徹
底
的
に
検
討
し
た
古
典
が
、

半
世
紀
を
経
て
つ
い
に
邦
訳
さ
れ
た
。

　

タ
ー
ナ
ー
は
本
書
で
「
住
宅
は
自
律
的
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
た
。
住
宅
の
自
律
と
は
、

居
住
者
が
自
ら
「
何
を
・
ど
こ
に
・
ど
の
よ
う
に
」

建
て
る
か
を
決
め
ら
れ
る
自
由
の
こ
と
だ
。
タ
ー
ナ

ー
は
住
宅
の
価
値
を
、
そ
れ
が
人
び
と
の
生
活
の
中

で
「
何
を
可
能
に
す
る
か
」
に
見
出
し
た
。
豪
華
な

家
を
与
え
ら
れ
た
と
て
、
居
住
者
の
必
要
を
満
た
せ

な
け
れ
ば
生
活
は
行
き
詰
ま
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自

ら
環
境
を
変
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　

こ
の
理
念
は
七
〇
年
代
以
降
、
途
上
国
の
住
宅
政

策
に
影
響
し
た
。
土
地
と
最
低
限
の
イ
ン
フ
ラ
だ
け

を
整
え
る
〈
サ
イ
ト
＆
サ
ー
ビ
ス
〉
は
、
コ
ス
ト
削

減
の
論
理
と
結
び
つ
き
、
国
家
の
責
任
を
後
退
さ
せ

た
。
訳
者
・
岡
部
は
こ
れ
を
「
誤
読
」
と
批
判
し
、

本
書
を
読
み
返
す
意
義
を
強
調
す
る
。
タ
ー
ナ
ー
は

資
材
管
理
な
ど
〈
自
立
を
支
え
る
公
助
〉
の
必
要
性

を
説
い
た
が
、
政
策
は
〈
自
助
〉
を
推
進
し
た
の
だ
。

　

住
宅
建
設
が
専
門
化
さ
れ
住
ま
う
こ
と
が
消
費
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
現
代
。
タ
ー
ナ
ー
の
問
い
は
、
い

ま
の
住
ま
い
と
社
会
と
は
別
様
の
未
来
を
描
く
想
像

力
を
与
え
て
く
れ
る
。�

（�

た
い
や
き 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
四
四
〇
〇
円　

8
月
刊
）

ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
バ
イ・
ピ
ー
プ
ル

〈
居
住
の
自
律
〉を
取
り
戻
す

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
Ｃ
・
タ
ー
ナ
ー
著

岡
部
明
子
・
両
川
厚
輝
訳　

慶
応
義
塾
大
学
学
術
出
版
会
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英
米
文
学
ア
ラ
カ
ル
ト

─
─
お
気
に
召
す
ま
ま

岡
本
正
明
著

英
宝
社

　

メ
ニ
ュ
ー
表
を
開
く
。

気
分
や
好
み
に
す
べ
て

を
委
ね
、
思
い
の
ま
ま

に
注
文
す
る
。
頭
か
ら

読
み
通
す
必
要
は
な
い
。
気
に
な
っ
た
箇
所
か
ら
気

の
向
く
ま
ま
に
。
な
ん
と
い
っ
た
っ
て
、
本
書
は�

フ

ル
コ
ー
ス
で
は
な
く
「
ア
ラ
カ
ル
ト
」 。

　

英
米
文
学
の
論
考
・
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
本
書
に

は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
、�

品
揃
え
の
多
様
さ 
。

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
作
品
、「
意
識
の
流
れ
」

に
関
す
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
や
西
田
ら
の

テ
ク
ス
ト
、
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー
に
お
け
る
歴

史
の
観
念
、
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
海
洋
文
学

…
…
さ
ら
に
は
三
島
、
川
端
、
村
上
春
樹
と
和
洋
折

衷
、
そ
の
品
数
な
ん
と
三
十
皿
以
上
。
二
つ
、�「
文

学
」
の
話
に
留
ま
ら
な
い
拡
が
り 

（
特
に
第
三
部

「
思
想
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」）。
文
学
テ
ク
ス
ト
を
経

由
し
つ
つ
も
、
認
識
論
、
観
念
史
、
複
雑
系
、
生
態

系
、
カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
な
ど
な
ど
、
諸
概
念
を
縦
横
無

尽
に
駆
け
回
る
。
耳
慣
れ
な
い
概
念
も
噛
み
砕
い
て

説
明
さ
れ
る
の
で
置
い
て
い
か
れ
る
心
配
は
な
く
、

章
に
よ
っ
て
は
文
献
紹
介
が
あ
る
の
も
嬉
し
い
。
ま

ジ
ェ
イ
ム
ズ

パ
ー
シ
ヴ
ァ
ル
・
エ
ヴ
ェ
レ
ッ
ト
著

木
原
善
彦
訳

河
出
書
房
新
社

　

話
題
騒
然
、
重
版
出

来
！　

の
本
書
は
、
ご

存
知
の
通
り
、『
ハ
ッ

ク
・
フ
ィ
ン
』
を
、
黒

人
奴
隷
ジ
ム
の
視
点
か
ら
書
き
直
し
た
も
の
だ
。

　

従
来
『
ハ
ッ
ク
・
フ
ィ
ン
』
の
魅
力
と
さ
れ
て
き

た
語
ら
れ
た
よ
う
な

0

0

0

0

0

0

0

文
体
の
な
か
で
は
、
白
人
の
ハ

ッ
ク
と
黒
人
の
ジ
ム
の
間
で
英
語
の
「
壊
れ
方
」
に

優
劣
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
革
命
的
な
文
体
と
人
種

的
偏
見
は
表
裏
一
体
だ
っ
た
の
だ
。
一
方
で
、
本
作

に
お
い
て
ジ
ェ
イ
ム
ズ
（
ジ
ム
）
の
一
人
称
視
点
は
、

理
知
的
な
書
き
言
葉
の
文
体
で

0

0

0

0

0

0

0

0

進
ん
で
ゆ
く
。
し
か

し
、
白
人
の
前
で
口
を
開
く
と
き
は
こ
う
、「
わ
し

は
一
つ
し
か
し
ゃ
べ
り
方
を
知
ら
ね
え
だ
よ
」
―
―

そ
れ
は
暴
虐
な
支
配
者
た
る
白
人
、「
自
分
の
好
き

な
嘘
は
信
じ
る
」
け
れ
ど
「
都
合
の
悪
い
真
実
は
無

視
す
る
」
人
々
に
、
自
ら
の
蒙
昧
を
信
じ
込
ま
せ
て

お
く
、
生
き
る
知
恵
な
の
だ
。
こ
の
「
劇
的
ア
イ
ロ

ニ
ー
」（
と
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
言
う
）
の
も
と
書
き

直
さ
れ
る
物
語
の
痛
快
さ
に
私
た
ち
は
快
哉
を
叫
ぶ
。

　

し
か
し
、
こ
の
作
品
を
（
現
代
が
要
請
し
て
止
ま

な
い
）
倫
理
的
是
正
の
物
語
と
し
て
読
み
、
そ
れ
で

満
足
し
て
し
ま
う
な
ら
、
そ
の
時
あ
な
た
は
「
自
分

の
好
き
な
嘘
は
信
じ
る
」
人
々
と
何
も
変
わ
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
言
う
「
劇

的
ア
イ
ロ
ニ
ー
」
は
、
作
者
エ
ヴ
ェ
レ
ッ
ト
と
あ
な

た
の
関
係
と
し
て
複
製
さ
れ
て
し
ま
う
。
作
品
構
造

が
示
唆
す
る
こ
の
罠
を
一
度
疑
っ
て
し
ま
っ
た
な
ら
、

あ
な
た
は
な
ん
と
も
居
心
地
の
悪
い
分
岐
点
に
立
つ

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

皆
が
認
め
る
正
し
い
物
語
を
疑
う
な
ら
、
倫
理
は

自
分
で
見
出
す
し
か
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
、
ハ
ッ

ク
が
「
よ
ろ
し
い
、
僕
は
地
獄
へ
行
こ
う
」
と
叫
ん

だ
の
と
ま
さ
に
同
じ
地
点
で
も
あ
る
。�

（�

コ
ー
ク 

）

�

（
四
一
六
頁　

税
込
二
七
五
〇
円　

6
月
刊
）

た
入
門
書
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
、
第
四
部
で
は
ホ

ー
ソ
ー
ン
『
緋
文
字
』
を
始
め
と
し
た
様
々
な
ア
メ

リ
カ
文
学
作
品
を
解
説
・
紹
介
す
る
。
単
な
る
概
説

と
い
う
よ
り
も
、
分
析
の
視
点
や
鍵
と
な
る
概
念
を

例
示
し
、
ア
メ
リ
カ
文
学
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
読
者

の
前
で
読
み
解
い
て
み
せ
る
。

　

論
考
あ
り
、
紹
介
・
解
説
あ
り
、
短
い
エ
ッ
セ
イ

あ
り
、
そ
し
て
対
象
も
視
点
も
種
々
様
々
―
―
こ
れ

ら
が
花
序
の
よ
う
に
寄
り
集
ま
っ
て
、
英
米
文
学
の

世
界
を
多
角
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
入
門
者
か

ら
上
級
者
ま
で
、
誰
が
読
ん
で
も
新
た
な
発
見
が
あ

り
そ
う
な
射
程
の
広
さ
も
ま
た
魅
力
だ
。�

（�

猫
足 

）

�

（
五
一
四
頁　

税
込
二
七
五
〇
円　

6
月
刊
）
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恋
愛
詩
集

カ
ト
ゥ
ッ
ル
ス
／
テ
ィ
ブ
ッ
ル
ス
著

岩
崎
務
訳

京
都
大
学
学
術
出
版
会

　

時
代
や
地
域
が
変
わ

れ
ば
、
人
の
価
値
観
は

大
き
く
変
わ
る
。
そ
ん

な
中
、
何
千
キ
ロ
、
何

千
年
と
離
れ
て
い
て
も
不
変
の
も
の
も
あ
る
。
例
え

ば
そ
う
、
恋
愛
と
か
。

　
「
生
き
よ
う
、
ぼ
く
の
レ
ス
ビ
ア
、
そ
し
て
愛
し

あ
お
う
よ
（
…
…
）
ぼ
く
に
お
く
れ
よ
、
千
の
キ
ス

を
、
そ
れ
か
ら
百
の
」。
古
代
ロ
ー
マ
を
代
表
す
る

詩
人
、
カ
ト
ゥ
ッ
ル
ス
は
紀
元
前
一
世
紀
に
生
き
、

そ
し
て
三
十
歳
ほ
ど
で
亡
く
な
っ
た
。
彼
の
詩
作
は

ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
や
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
と
い
っ
た
詩

人
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

彼
は
個
人
的
な
恋
愛
、
主
に
レ
ス
ビ
ア
（
こ
れ
は

偽
名
だ
と
考
え
ら
れ
る
）
と
い
う
女
性
と
の
恋
模
様

を
歌
っ
た
。
例
え
ば
恋
人
の
不
実
を
歌
っ
た
こ
ん
な

叙
情
詩
が
あ
る
。「
ぼ
く
の
女
が
言
う
に
は
、
ぼ
く

以
上
に
結
婚
し
た
い
相
手
は
ほ
か
に
／
い
な
い
の
だ

と
、
た
と
え
ユ
ッ
ピ
テ
ル
様
ご
自
身
に
望
ま
れ
よ
う

と
も
。
／
そ
う
言
う
の
だ
。
だ
が
、
女
が
自
分
に
夢

中
の
恋
人
に
言
う
こ
と
は
、
／
風
と
引
っ
さ
ら
っ
て

い
く
水
の
流
れ
に
書
か
れ
る
べ
き
だ
」。

　

愛
憎
入
り
混
じ
る
、
と
い
う
感
情
は
古
代
ロ
ー
マ

人
も
抱
い
て
い
た
ら
し
い
。「
嫌
い
な
が
ら
愛
し
て

い
る
。
ど
う
し
て
そ
う
す
る
の
と
、
た
ぶ
ん
君
は
尋

ね
る
ね
。
／
ぼ
く
に
は
わ
か
ら
な
い
。
け
れ
ど
、
そ

う
な
る
の
を
感
じ
て
、
苦
し
ん
で
い
る
」。

　

カ
ト
ゥ
ッ
ル
ス
の
作
品
は
恋
愛
詩
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
誹
謗
、
少
年
愛
、
神
話
、
な
ど
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
に
わ
た
る
。
ま
た
本
書
の
後
半
部
分
に
は
、
同

じ
く
紀
元
前
一
世
紀
の
詩
人
で
あ
る
テ
ィ
ブ
ッ
ル
ス

の
作
品
も
納
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
描
く
個
人
的

感
情
は
、
幾
千
年
を
隔
て
て
い
て
も
、
我
々
と
あ
ま

り
変
わ
ら
ぬ
よ
う
に
見
え
る
。�

（�

荒
砥 

）

�

（
三
九
二
頁　

税
込
四
二
九
〇
円　

8
月
刊
）

　

言
語
研
究
に
際
し
て
、

調
査
対
象
と
す
る
資
料

の
選
択
は
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
そ
の
う

え
で
、
言
語
資
料
と
し
て
「
呪
文
」
を
選
択
し
た
本

書
は
ま
ず
お
も
し
ろ
い
。
言
語
学
者
で
あ
る
著
者
は

「
あ
く
ま
で
も
（
…
）
資
料
の
1
つ
」
と
し
て
、「
魔

女
大
国
」
ル
ー
マ
ニ
ア
の
呪
文
と
向
き
合
う
。
だ
が
、

呪
文
は
「
ど
う
も
特
別
感
が
あ
る
」
と
言
う
。

　

例
え
ば
、「
油
が
は
ね
た
」
と
〈
ア
ブ
ラ
カ
ダ
ブ
ラ
〉。

「
あ
ぶ
ら
」
の
音
で
始
ま
る
両
者
は
そ
の
音モ

ー

ラ

節
量
も
同

じ
だ
が
、
私
た
ち
は
後
者
に
の
み
魔
力
を
感
じ
る
。

こ
の
「
普
通
の
こ
と
ば
」
と
「
呪
文
」
を
隔
て
る
も

の
は
何
か
。
本
書
で
は
、
言
語
そ
の
も
の
の
観
察
を

通
し
て
、
魔
力
の
発
生
源
、
つ
ま
り
は
「
こ
と
ば
が

呪
文
と
な
り
う
る
最
低
限
の
要
素
」
に
迫
る
。

　

呪
文
を
大
別
す
る
と
、〈
ア
ブ
ラ
～
〉
の
よ
う
な

理
解
で
き
な
い
暗
号
文
と
理
解
可
能
な
平
文
に
分
け

ら
れ
る
。
ル
ー
マ
ニ
ア
の
呪
文
は
そ
の
魔
術
の
特
性

か
ら
し
て
暗
号
文
が
少
な
く
、
本
書
は
主
に
平
文
に

着
目
し
て
い
る
。
手
法
は
一
般
的
な
言
語
学
の
も
の

だ
。
言
語
の
形
式
や
機
能
を
記
述
し
分
類
す
る
。
不

思
議
（
に
思
え
る
よ
う
）
な
呪
文
も
第
一
に
分
析
可

能
な
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
ど
う
や
ら
テ
キ
ス
ト
の
特
定
の
構
造
が
魔
力
を

生
み
出
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

　

前
提
と
し
て
「
ル
ー
マ
ニ
ア
に
は
現
代
で
も
魔
女

が
い
る
」。
本
書
に
出
て
く
る
魔
女
は
、
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
の
魔
女
で
も
魔
女
裁
判
の
魔
女
で
も
な
い
。
本

書
は
、
西
欧
の
イ
メ
ー
ジ
に
偏
り
が
ち
な
私
た
ち
に
、

東
欧
の
一
国
、
ル
ー
マ
ニ
ア
を
紹
介
す
る
一
面
も
持

つ
。
そ
し
て
現
実
に
生
活
を
営
む
「
村
の
ご
近
所
さ

ん
」
で
あ
る
魔
女
の
呪
文
を
通
し
て
、
こ
と
ば
が
持

ち
う
る
力
を
改
め
て
示
し
て
い
る
の
だ
。（�

ひ
る
ね 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
二
六
四
〇
円　

8
月
刊
）

呪
文
の
言
語
学

ル
ー
マ
ニ
ア
の
魔
女
に
耳
を
す
ま
せ
て

角
悠
介
著

作
品
社
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心
霊
学
の
理
論

ユ
ン
グ
＝
シ
ュ
テ
ィ
リ
ン
グ
著

牧
原
豊
樹
訳

幻
戯
書
房

　

著
者
（
一
七
四
〇
―

一
八
一
七
）
は
、
ゲ
ー

テ
と
同
時
代
人
。
貧
境

か
ら
身
を
お
こ
し
、
苦

学
の
末
に
大
学
教
授
、
バ
ー
デ
ン
大
公
国
宮
廷
顧
問

官
ま
で
昇
り
ま
し
た
。
特
に
自
伝
小
説
が
有
名
で
、

そ
の
第
一
巻
を
ニ
ー
チ
ェ
は
ド
イ
ツ
語
散
文
の
至
宝

の
一
つ
に
数
え
て
い
ま
す
（
同
レ
ー
ベ
ル
に
邦
訳
が

あ
り
ま
す
）。
ま
た
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
派
で

あ
る
敬
虔
主
義
の
宗
教
作
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
本

書
（
一
八
〇
八
年
）
も
ま
た
深
い
信
仰
心
に
裏
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
書
の
大
き
な
狙
い
は
、
二
点
で
す
。
動
物
磁

気
・
磁
気
催
眠
の
「
実
験
」
に
基
づ
い
て
霊
の
存
在

を
実
証
す
る
こ
と
、
そ
し
て
沢
山
の
心
霊
譚
を
紹
介

し
そ
れ
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
こ
と
で
、
霊
と
の

（
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
照
ら
し
て
）
正
し
い
付

き
合
い
方
を
示
す
こ
と
で
す
。

　

当
時
、
一
九
世
紀
初
め
に
は
、
近
代
的
な
機
械
論

的
世
界
観
が
台
頭
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
戦
争
に
よ
っ
て
既
存
の
秩
序
が
揺
ら
ぐ
な
か
、

「
視
霊
者
」
や
「
預
言
者
」
へ
の
カ
ル
ト
的
信
仰
も

催
眠
術
の
日
本
近
代一

柳
廣
孝
著

法
蔵
館
文
庫

　

私
は
胡
散
臭
い
も
の

が
好
き
だ
。
胡
散
臭
い

も
の
、
例
え
ば
催
眠
術
。

今
や
イ
ッ
テ
Ｑ
く
ら
い

で
し
か
擦
ら
れ
な
い
こ
の
術0

を
、
実
は
明
治
期
に
は

東
京
大
学
の
学
者
た
ち
が
真
剣
な
科
学
0

0

と
し
て
研
究

し
て
い
た
、
と
知
っ
た
ら
驚
く
こ
と
だ
ろ
う
。
本
書

は
タ
イ
ト
ル
通
り
、
明
治
～
大
正
の
日
本
で
催
眠
術

が
ど
う
い
っ
た
受
容
を
さ
れ
た
の
か
を
丹
念
に
追
う
。

　

一
口
に
催
眠
術
と
言
っ
て
も
そ
の
周
辺
に
は
霊
術
、

魔
術
、
妖
術
、
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
多
く
の
術0

が
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
と
対
象
を
同

じ
く
す
る
神
智
学
、
心
理
学
、
物
理
学
、
精
神
医
学
、

心
霊
学
と
い
っ
た
科
学
0

0

も
あ
っ
た
。
明
治
と
い
う
時

代
は
、
こ
う
し
た
術0

と
科
学

0

0

の
境
界
が
今
ほ
ど
明
確

化
さ
れ
て
い
な
い
時
代
で
も
あ
り
、
ゆ
え
に
催
眠
術

は
「
科
学
／
オ
カ
ル
ト
の
［
…
］
境
界
線
上
を
ス
キ

ッ
プ
」
し
、
近
代
日
本
を
暴
れ
に
暴
れ
回
っ
た
（
そ

し
て
、
そ
の
不
幸
な
帰
結
と
し
て
の
千
里
眼
事
件
）。

　

何
よ
り
驚
く
の
は
、
本
書
に
引
用
さ
れ
る
理
論
書

の
多
さ
。
催
眠
術
を
研
究
し
、
そ
の
対
処
を
迫
ら
れ

た
科
学
0

0

陣
営
だ
け
で
な
く
、
術0

陣
営
も
ま
た
、
当
時

の
心
理
学
・
物
理
学
の
知
識
を
（
自
分
な
り
に
）
吸

収
し
、
霊
術
へ
の
応
用
を
試
み
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、

催
眠
術
ブ
ー
ム
に
お
け
る
三
面
記
事
の
役
割
、
催
眠

術
に
対
す
る
法
規
制
な
ど
ト
ピ
ッ
ク
は
幅
広
い
。

　

と
も
あ
れ
、
オ
カ
ル
ト
の
命
脈
は
明
治
期
に
急
に

途
絶
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
九
〇
年
代
以
降
、

日
本
で
は
術0

と
科
学

0

0

を
テ
ー
マ
に
し
た
ホ
ラ
ー
が
急

増
し
（
気
に
な
る
人
は
「�

リ
ン
グ 

」
や
「�

Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｅ 

」

を
観
て
み
よ
う
）、
量
子
力
学0

で
運
を
引
き
寄
せ
る
本

は
今
や
枚
挙
に
イ
ト
マ
が
な
い
。
術0

と
科
学

0

0

の
境
界

を
跳
梁
す
る
オ
カ
ル
ト
は
、
そ
の
勢
い
で
あ
な
た
の

元
に
も
や
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
…�

（�

倉
井 

）

�

（
二
七
二
頁　

税
込
一
二
一
〇
円　

9
月
刊
）

広
く
物
議
を
か
も
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
双
方

に
対
し
、
著
者
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　

今
の
読
者
に
と
っ
て
面
白
い
の
は
、
磁
気
催
眠
実

験
の
報
告
や
心
霊
譚
の
数
々
（
芥
川
「
妙
な
話
」
と

よ
く
似
た
挿
話
も
！
）
も
そ
う
で
す
が
、
何
と
い
っ

て
も
「
冥
界
」
の
位
置
づ
け
で
し
ょ
う
。
ま
だ
天
国

に
も
地
獄
に
も
定
め
ら
れ
て
い
な
い
魂
の
住
む
場
所
、

そ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
の
物
理
的
・
感
覚
的
世
界
が
あ

る
ま
さ
に
そ
の
同
じ
場
所
に
あ
る
」。
著
者
に
よ
れ
ば
、

「
市
民
的
に
は
立
派
な
一
生
」
以
上
の
価
値
を
知
ら

ず
に
死
ん
だ
人
た
ち
の
霊
に
囲
ま
れ
て
、
私
た
ち
は

日
々
生
活
し
て
い
る
の
で
す
。�（�

投
稿
・
貸
出
更
新 

）

�

（
四
六
四
頁　

税
込
五
二
八
〇
円　

5
月
刊
）
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小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
１
年
目
の

教
科
書

額
賀
澪
著　

星
海
社
新
書

な
ぜ
社
会
は
変
わ
る
の
か

は
じ
め
て
の
社
会
運
動
論

富
永
京
子
著　

講
談
社
現
代
新
書

明
治
維
新
と
い
う
物
語

政
府
が
創
る「
国
史
」と
地
域
の「
記
憶
」

宮
間
純
一
著　

中
公
新
書

　

変
化
を
遂
げ
て
き
た
日
本
社
会
に
て
、
社
会
は
変

わ
ら
な
い
と
決
め
つ
け
、
社
会
を
変
え
る
人
々
を
軽

視
す
る
風
潮
に
疑
問
を
突
き
つ
け
る
本
書
。
か
く
い

う
評
者
も
、
日
本
社
会
を
社
会
運
動
の
見
え
に
く
い

社
会
で
あ
る
と
決
め
つ
け
て
い
た
一
人
で
あ
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
か
ら
議
論
さ
れ
始
め
た
社
会
運
動

論
の
概
要
を
時
系
列
で
俯
瞰
す
る
本
書
。
前
提
と
し

て
著
者
は
社
会
運
動
を
「
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
社

会
を
変
え
る
活
動
」
で
あ
る
と
定
義
し
、
気
候
変
動

へ
の
抗
議
運
動
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
運
動
な
ど
、
我
々

の
記
憶
に
も
新
し
い
社
会
運
動
や
日
本
で
の
事
例
を

例
示
し
な
が
ら
理
論
を
説
明
す
る
。
読
み
終
わ
る
こ

ろ
に
は
、
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
や
各
所
の
外
国

語
表
記
な
ど
、
今
ま
で
は
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
景

観
の
な
か
に
も
身
近
な
社
会
運
動
が
見
え
て
く
る
。

そ
う
す
る
と
、
も
う
日
本
社
会
は
社
会
運
動
が
見
え

に
く
い
と
は
言
え
な
く
な
る
の
だ
。

　

フ
ラ
ン
ス
、
日
本
、
ネ
パ
ー
ル
と
世
界
各
地
で
首

相
が
辞
任
し
、
社
会
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
現
在
。

こ
れ
ま
で
強
く
認
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
主
体
性
を

持
っ
た
「
社
会
を
変
え
る
」
こ
と
に
、
意
識
を
向
け

る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（�
プ
ラ
チ 

）
�

（
二
七
二
頁　

税
込
一
一
〇
〇
円　

7
月
刊
）

　

私
事
だ
が
先
日
、
公
募
に
出
し
た
短
篇
が
受
賞
し
、

小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
報
せ
を
受
け
た
と
き
は
喜

び
に
舞
い
上
が
っ
た
も
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
じ

わ
じ
わ
と
不
安
に
襲
わ
れ
た
。
新
人
賞
は
ゴ
ー
ル
な

ん
か
で
は
な
い
、
ス
タ
ー
ト
な
の
だ
。
大
御
所
や
売

れ
っ
子
の
群
雄
割
拠
す
る
業
界
に
、
新
人
は
い
き
な

り
放
り
込
ま
れ
る
。
自
分
は
生
き
残
り
、
書
き
続
け

ら
れ
る
だ
ろ
う
か
…
…
。
本
書
は
、
デ
ビ
ュ
ー
十
周

年
を
迎
え
た
著
者
が
、
ぼ
く
の
よ
う
な
迷
え
る
新
人

作
家
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
授
け
る
一
冊
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
も
ち
ろ
ん
、
小
説
家
で
な
く
と
も
楽
し

め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
赤
裸
々
に
明
か
さ
れ
る

出
版
業
界
の
内
幕
。
小
説
家
と
編
集
者
の
関
係
。
語

ら
れ
に
く
い
お
金
の
話
。
以
前
こ
の
欄
で
も
紹
介
さ

れ
た
飯
田
一
史
『�

町
の
書
店
は
い
か
に
潰
れ
て
き
た

か 

』
と
併
せ
て
読
む
と
、あ
な
た
が
手
に
取
る
「
本
」

の
向
こ
う
側
で
た
く
さ
ん
の
人
び
と
が
仕
事
に
携
わ

っ
て
い
る
、
そ
の
構
造
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

著
者
が
強
調
す
る
の
も
、
そ
う
し
た
人
と
人
と
の

関
わ
り
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
。
人
を
尊
重
す
る
こ
と
。
小
説
家
で
あ
ろ
う
と
、

そ
れ
ら
は
当
た
り
前
に
大
切
な
の
だ
。�

（�

水
炊
き 

）

�

（
二
五
六
頁　

税
込
一
三
二
〇
円　

9
月
刊
）

　

四
境
の
役
は
一
八
六
六
年
に
幕
府
と
長
州
藩
の
間

で
起
き
た
内
戦
で
あ
る
。
教
科
書
で
は
第
二
次
長
州

征
討
な
ど
と
表
記
さ
れ
る
が
、
旧
長
州
藩
で
は
こ
の

よ
う
に
呼
び
慣
わ
し
、
王
政
復
古
の
端
緒
と
さ
れ
る
。

　

右
の
一
例
を
と
っ
て
も
、
所
謂
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヒ
ス

ト
リ
ー
と
し
て
の
明
治
維
新
と
、
各
地
域
に
刻
ま
れ

た
記
憶
に
微
妙
な
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

両
者
の
接
近
・
対
抗
の
様
相
は
本
書
で
分
析
さ
れ
る

五
つ
の
地
域
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
ど
の
事
例
も
、

激
動
の
時
代
の
「
勤
王
／
佐
幕
」
の
境
界
が
非
常
に

曖
昧
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
志
士
と
し
て

祀
ら
れ
る
か
、
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
草
葉
の
陰
に
斃

れ
る
か
、
そ
の
差
に
は
、
後
世
い
か
に
利
用
で
き
る

か
が
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
。

　

た
だ
し
、
本
書
の
目
的
は
「
正
し
い
歴
史
」
を
論

証
し
、
と
も
す
れ
ば
「
お
国
自
慢
」
に
流
れ
が
ち
な

郷
土
史
の
誤
謬
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
で
は
な
い
。
歴

史
は
い
ま
を
生
き
る
人
々
の
必
要
か
ら
生
ま
れ
る
。

戦
時
中
の
愛
国
心
高
揚
に
、
現
在
の
地
域
活
性
化

―
―
歴
史
が
生
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
、
書
き
替
え
ら

れ
て
い
く
営
み
の
背
後
に
あ
る
思
惑
0

0

に
こ
そ
目
を
向

け
る
必
要
が
あ
る
。�

（�

く
た
く
た 

）

�

（
二
六
四
頁　

税
込
一
〇
三
四
円　

5
月
刊
）

新書コーナー新書コーナー
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私の本棚

科
学
の
不
正

　

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
監
獄
実
験
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
役
割
が
人
の
心
理
や
行

動
に
ど
う
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
調
べ
た
実
験
で
あ
る
。
被
験
者
は

看
守
役
と
囚
人
役
に
分
け
ら
れ
、
刑
務
所
を
模
し
て
作
っ
た
施
設
内
で
演
じ
さ

せ
る
と
い
う
も
の
だ
。
そ
の
結
果
、
看
守
役
は
よ
り
看
守
っ
ぽ
く
、
囚
人
役
は

よ
り
囚
人
っ
ぽ
く
な
っ
て
い
く
。
看
守
役
側
は
睡
眠
を
妨
害
し
た
り
、
素
手
で

ト
イ
レ
掃
除
さ
せ
た
り
と
、
非
人
道
的
な
行
動
が
増
え
て
い
き
、
囚
人
役
側
に

は
発
狂
す
る
人
が
出
て
き
て
し
ま
う
。
二
週
間
の
予
定
だ
っ
た
実
験
は
六
日
で

中
止
と
な
っ
た
。
心
理
学
に
関
す
る
本
を
読
め
ば
ほ
ぼ
必
ず
出
て
く
る
だ
ろ
う

非
常
に
有
名
な
実
験
で
あ
る
。

　

し
か
し
最
近
こ
の
実
験
の
杜
撰
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
看
守
役
が
行

う
虐
待
な
ど
は
実
は
事
細
か
に
指
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
行
動
の
エ
ス
カ
レ

ー
ト
は
演
出
だ
っ
た
の
だ
。
強
い
権
力
が
与
え
ら
れ
る
と
元
々
の
個
性
と
関
係

な
く
暴
走
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
は
ず
の
実
験
だ
っ
た
が
、
こ
ん

な
こ
と
で
は
科
学
と
し
て
は
何
の
意
味
も
な
さ
な
い
。

　

ニ
ュ
ー
ス
や
本
で
見
た
数
々
の
研
究
結
果
の
う
ち
、
再
現
性
が
な
か
っ
た
り
、

誇
張
さ
れ
た
り
し
た
も
の
は
想
像
以
上
に
多
い
の
だ
と
、
心
理
学
者
の
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
・
リ
ッ
チ
ー
は
い
う
。
彼
の
著
作
『�S

cience Fictions 

あ
な
た
が
知

ら
な
い
科
学
の
真
実 

』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

は
、
科
学
に
お
け
る
不
正
・
バ
イ
ア
ス
・
過

失
・
誇
張
が
起
こ
る
仕
組
み
を
実
例
と
共
に

解
説
し
、
科
学
界
の
構
造
そ
の
も
の
に
も
問

題
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

科
学
に
お
け
る
不
正
は
様
々
な
も
の
が
あ

る
。
冒
頭
の
実
験
で
は
、
虚
偽
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
た
。
皮
膚
科
医
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
は
、
黒
い
マ
ウ
ス
か
ら
白
い
マ
ウ
ス
へ
の
皮
膚
移
植
に
つ
い
て
、
白
い

マ
ウ
ス
に
黒
い
ペ
ン
を
塗
っ
て
実
験
成
功
を
主
張
し
た
（
当
然
す
ぐ
バ
レ
た
の

だ
が
）。
他
に
も
挙
げ
て
い
け
ば
キ
リ
が
な
い
。

　

な
ぜ
そ
う
い
っ
た
不
正
を
行
う
科
学
者
が
出
て
き
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。

問
題
の
一
つ
に
、
Ｎ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
の
結
果
（
主
張
し
た
い
結
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
）
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
Ｎ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
の
結
果
自
体
は
重
要
な
の
だ

が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
結
果
の
方
が
圧
倒
的
に
評
価
さ
れ
る
。

そ
う
い
う
“
良
い
”
論
文
を
た
く
さ
ん
書
い
て
学
術
誌
に
載
せ
続
け
る
こ
と
が

出
来
な
け
れ
ば
、
学
術
機
関
に
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
昇
進
で
き
な
か
っ
た

り
す
る
の
だ
。
量
産
を
優
先
す
る
と
質
は
下
が
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
そ

れ
は
時
に
研
究
者
を
不
正
に
走
ら
せ
て
し
ま
う
。

　

著
者
は
そ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
案
を
い
く
つ
か
提
唱
し
て
い
る
。

先
に
挙
げ
た
問
題
で
い
え
ば
、
Ｎ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
の
結
果
を
公
表
す
る
場
を
設
け
る
べ

き
だ
と
い
い
、
実
際
い
く
つ
か
の
学
術
誌
は
再
現
実
験
等
の
出
版
に
対
す
る
態

度
を
緩
和
し
て
い
る
。
他
に
も
、
デ
ー
タ
分
析
を
委
託
す
る
こ
と
や
科
学
的
プ

ロ
セ
ス
に
自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
な
ど
様
々
な
制
度
や
仕
組
み
を
提
案

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
ど
れ
も
な
か
な
か
一
筋
縄
で
は
い
か
な
そ
う
だ
が
…
…

　

解
決
が
必
要
な
問
題
は
根
深
く
、
す
ぐ
に
治
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
著

者
は
科
学
に
絶
望
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
来
の
科
学
を
取
り
戻
す
べ
く

本
書
は
書
か
れ
て
い
る
。
科
学
者
は
「
科
学
に
真
実
を
語
ら
せ
る
責
任
が
あ

る
」。
修
論
の
進
捗
に
焦
る
私
だ
が
、
科
学
が
求
め
る
姿
勢
を
決
し
て
忘
れ
な

い
こ
と
を
こ
こ
に
誓
う
。�

（�

竹
輪 

）
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私の本棚

文
学
の
土
地　
「
近
代
の
ア
テ
ネ
」エ
デ
ィ
ン
バ
ラ

　

一
九
世
紀
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
―
―
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
併
合
さ
れ
政
治
的
中
心
こ
そ
ロ
ン
ド
ン
に
譲
っ

た
も
の
の
、
独
自
の
文
化
的
土
壌
を
積
み
上
げ
て

き
た
こ
の
都
市
は
、
ニ
ュ
ー
・
タ
ウ
ン
開
発
等
を

経
て
「
近
代
の
ア
テ
ネ
」
と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
。�

木
村
正
俊
編
『
文
学
都
市
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
』（
あ
る
ぱ
書
房
） 

も
参

照
し
つ
つ
、
そ
ん
な
“
文
学
の
土
地
”
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
一
端
を
眺
め
た
い
。

深
く
、
分
厚
く
、
密
集
し
た
高
殿
の
群
れ
、
わ
が
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
街

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
も
っ
と
も
代
表
的
な
作
家
と
い
え
ば
、�

ウ
ォ
ル
タ
ー
・

ス
コ
ッ
ト 

だ
ろ
う
。
歴
史
小
説
の
確
立
者
と
し
て
知
ら
れ
、
特
に
『
ウ
ィ
ヴ
ァ

リ
ー
』
に
始
ま
る
小
説
群
は
圧
倒
的
な
人
気
を
誇
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
作

『�

ミ
ド
ロ
ー
ジ
ャ
ン
の
心
臓 

』（
一
八
一
八
）
は
、
嬰
児
殺
し
の
濡
れ
衣
を
着
せ

ら
れ
た
妹
の
恩
赦
を
乞
う
た
め
に
徒
歩
で
ロ
ン
ド
ン
に
赴
き
王
妃
に
謁
見
す
る

ジ
ー
ニ
・
デ
ィ
ー
ン
ズ
の
物
語
だ
。
こ
の
背
景
に
は
、
実
際
の
歴
史
的
事
件
で

あ
る
ポ
ー
テ
ィ
ア
ス
騒
動
、
そ
し
て
一
八
世
紀
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
間
の
緊
張
関
係
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
ミ
ド
ロ
ー
ジ
ャ
ン
の
心
臓
と

は
一
八
一
七
年
ま
で
存
在
し
て
い
た
ト
ル
ブ
ー
ル
監
獄
を
指
し
、
物
語
の
全
て

は
こ
の
場
所
で
始
ま
り
、
こ
の
場
所
を
中
心
に
絡
み
合
う
。
こ
の
監
獄
は
、
エ

デ
ィ
ン
バ
ラ
だ
け
で
な
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ま
で
を
も
巻
き
込
ん
で
展
開
す
る
一

人
の
少
女
の
物
語
の
、
い
わ
ば
そ
の
心
臓
0

0

部
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
だ
。

ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ッ
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
の
立
役
者
、
エ
ト
リ
ッ
ク
の
羊
飼
い

　

一
九
世
紀
と
い
え
ば
定
期
刊
行
物
の
時
代
。
当
時
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
は
ホ
イ

ッ
グ
党
派
の
『
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
・
レ
ビ
ュ
ー
』
と
、
ト
ー
リ
ー
党
派
の
『
ブ
ラ

ッ
ク
ウ
ッ
ズ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
が
鎬
を
削
っ
て
い
た
。
後
者
に
大
き
く
寄
与
し
た

の
が�

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ホ
ッ
グ 

で
あ
る
。
代
表
作
『�

義
と
さ
れ
た
罪
人
の
手
記
と

告
白 

』（
一
八
二
四
）
の
舞
台
と
な
る
の
は
、
カ
ウ
ゲ
イ
ト
周
辺
と
い
う
当
時

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
出
版
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
地
域
だ
。
こ
こ
に
は
様
々
な
雑
誌

刊
行
を
計
画
し
挫
折
し
て
き
た
ホ
ッ
グ
自
身
の
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
対
す
る
ま

な
ざ
し
が
垣
間
見
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
作
品
は
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
の
傑
作
と

し
て
名
高
い
。
領
主
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
な
が
ら
も
父
か
ら
打
ち
棄
て
ら
れ
、

母
お
付
き
の
牧
師
に
よ
っ
て
敬
虔
な
カ
ル
ヴ
ァ
ン
教
徒
と
し
て
育
て
ら
れ
た
ロ

バ
ー
ト
・
ウ
リ
ン
ギ
ム
が
、
宗
教
的
使
命
感
か
ら
兄
ジ
ョ
ー
ジ
を
殺
害
す
る
に

至
る
ま
で
の
経
緯
が
、
複
雑
な
構
成
で
綴
ら
れ
て
い
る
。
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
語
り
の
視
点
と
、
自
己
の
分
身
と
も
捉
え
ら
れ
る
変
幻
自
在
の
ギ
ル
・
マ
ー

テ
ィ
ン
と
い
う
悪
魔
的
人
物
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う
地テ

ク

ス

チ

ャ

理
的
空
間
の
上
に
、

自
我
の
迷
宮
と
い
う
究
極
の
ゴ
シ
ッ
ク
空
間
を
築
い
て
い
る
の
だ
。

　
『�

ジ
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏 

』（
一
八
八
六
）
の�

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン 

も
ま
た
、

エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
作
家
で
あ
る
。
自
我
に
内
包
さ
れ
た
「
内
な
る
他
者
」
と
い

う
主
題
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ゴ
シ
ッ
ク
の
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。
そ
も
そ
も
こ
の

両
作
品
は
共
に
、
ト
マ
ス
・
ウ
ィ
ア
と
い
う
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
伝
説
的
人
物
か

ら
着
想
を
得
て
い
る
。
い
わ
ば
異
母
兄
弟
の
よ
う
な
作
品
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、�

ド
・
ク
ィ
ン
シ
ー 

や�

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル 

も
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
発
の

重
要
な
作
家
で
あ
る
。
幽
霊
小
説
も
多
く
著
し
た�

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
オ
リ
フ
ァ

ン
ト 

と
い
う
作
家
も
ま
た
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
文
学
に
お
い
て
き
わ
め
て
重
要

な
存
在
だ
。
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機
会
で
話
そ
う
。�（�

猫
足 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
毎
号
綴
葉
の
表
紙
の
写
真
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
！　

季
節
に
合
わ
せ
て
あ
り
、
ス
テ
キ
♡

�

（�

附
属
図
書
館
・
い
い
み
ょ
ん 

）

―
―
弊
誌
の
表
紙
は
、
編
集
委
員
の
メ
ン
バ
ー
が
過

去
に
撮
影
し
た
写
真
で
す
！　

モ
ノ
ク
ロ
で
の
わ
か

り
や
す
さ
や
季
節
、
特
集
に
合
わ
せ
て
選
ん
で
い
る

そ
う
で
す
。
書
評
と
直
接
的
な
関
係
は
な
い
も
の
の
、

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
仕
事
に
注
目
し
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〇
特
集
「
語
学
書
」、『
外
国
語
独
学
法
』
面
白
く
読

み
ま
し
た
。
文
型
優
先
型
か
活
用
優
先
型
か
、
把
握

し
て
か
ら
学
習
を
始
め
る
。
チ
ャ
ン
ク
に
注
目
し
た

前
置
詞
の
学
習
な
ど
、
習
い
始
め
の
自
分
に
お
し
え

て
あ
げ
た
い
し
、
語
学
教
育
を
す
る
方
々
に
も
こ
う

し
た
知
見
が
共
有
さ
れ
る
と
皆
が
効
果
的
に
学
習
で

き
る
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
し
た
。

�

（�

防
災
研
・
月
見
草 

）

―
―
綴
葉
編
集
委
員
に
外
国
語
を
習
得
中
の
メ
ン
バ

ー
が
多
い
の
で
実
現
し
た
企
画
で
す
。
私
も
そ
の
一

人
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
独
学
で
の
言
語
習
得
に
は

難
し
さ
を
感
じ
て
し
ま
う
中
、
ど
の
よ
う
に
勉
強
す

れ
ば
よ
い
か
道
標
が
あ
る
の
は
非
常
に
あ
り
が
た
く

感
じ
ま
す
。

�

（�

プ
ラ
チ 

）

　2025 年 9 月 8 日――ネパールという小さ
な国で、たった数時間のうちに、たくさんの
若者が命を落とした。腐敗した政府による
SNS の規制を引き金として起きた社会運動は、
後に The Gen-Z Andolan と呼ばれる。Z 世代
（12 歳から 28 歳）と呼ばれる人々を中心に、
国会議事堂周辺で平和的に行われていた抗議
活動。武装警察が参加者に対して発砲を開始
したことにより、事態は一変する。同日、19
人もの若者が命を落とし、より大規模な抗議
活動が翌 9 日に行われ、現時点では合計 72
人の死者が確認されている。
　現在ネパールに住んでいる私は、この歴史
的転換点に立ち会った。投げられる催涙弾、
燃え盛る官僚宿舎や警察署、刑務所から脱走
する囚人たち……様々な非日常的な光景を目
撃した。なぜ腐敗した政府のために若者たち
が犠牲にならなければいけなかったのか。国
や社会が変わるためには犠牲が必要なのか。
民主主義とは、平和とは何か。考えても仕方
ないかもしれない。でも、考えなければなら
ない。途上国と呼ばれる国・ネパール。それ
でも、よほど日本よりも政治や社会の問題に
人々は真剣に向き合っていると感じた。京都
大学の学生として、日本国民として、考える
ことを辞めてはいけない。� （�プラチ ）

当てよう！図書カード編集後記
　「私の本棚」で言及した『ジキルとハイド』。
映画『ヴァン・ヘルシング』では、モンスタ
ーハンターのヘルシングが退治した相手とし
て登場します。最高すぎますね。さて、ヘル
シングといえばドラキュラですが、次のうち
吸血鬼物を製作していない監督は誰？
1．ダリオ・アルジェント　 2．イーライ・ロス
3．トビー・フーパー　　　4．ウェス・クレイヴン
� （�猫足 ）

《応募方法》 答えを書いた読者カードを、�
生協のひとことポストに投函してください。
下記QRコードのリンク先（https://forms.gle/�
evEccphotDZiZURY7）から応募することも�
可能です。正解者の中から 5名の
方に図書カードを進呈いたします。
応募締め切りは 12 月 15 日です。

《7月号の解答》 7 月号の問題の正解は、4．
の中国語でした。単純に話者が一番多いのは
英語なのですが、母語として話す人々の数が
多いのは中国語です。図書カードの当選者は、
えび天天さん、しまねこさん、天プラそば大
盛りさん、いいみょんさん、月見草さんの 5
名です。当選おめでとうございます。
� （�プラチ ）


